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田沼肇先生と私（伊藤和子）　143

時あたかも安保闘争後の混乱期であり，社会学に目覚めた私は社会科学，

宗教がらみの福祉ではない科学としての社会学を学びたかったのです．転部

後は幸いにも社会政策ゼミ，精神的労働ゼミに籍を置き，教授，学生仲間に

も恵まれ充実した生活を送ることができました．

社会復帰後も大学での人脈は続き，現在の祥子夫人との関係に至っていま

す．これは私の人生の宝だと思っています．

（いとう・かずこ／ゼミ卒業生）
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法政大学社会学部創設40周年記念式典に参加して．同級生（左）と



















































































左から安井郁，田沼，畑中政春．小林徹．本田良介（1965）撮影・森下一徹

世者，その思いがあってのことでした．

私は田沼肇さんが写っているいくつかの写真を持参しました　視力が落ち

ているとも聞いていましたが，仙ちゃんはそれぞれの写真を丹念にみてくれ

ました．写真の一枚は1965年森下一徹君撮影の安井郁，畑中政春，小林徹，

本田良介の各氏と一緒に田沼さんが写っている写真です．みんな仙ちゃんが

親しくした日本原水協の役員です．ひとしきりそれぞれの人たちの思いを話

し合いました．

山口仙二さんの話　田沼さんはいつも静かな感じでした．偉そうにしなかっ

た人でしたね．原水爆禁止運動の努力で，原水爆禁止の要求は世界中に広が

りました．広島・長崎のこと，被爆者のことも世界中に広がるようになりま

しだ　国連に，そしてアメリカの友人たちにも広がったのですね．田沼さん

はよくしてくれました．被爆者のことをよく知ってくれていましたから．私

はもう役立たずになってしもて－．私は頑張るのではなく，頑張れないが

頑張りますよ．運動が，そしてみんなで頑張れば戦争はなくなる，原爆は絶
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大原社研旅行，伊豆大室山ハイキング（“55・4・24）
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長崎の被爆者．松谷英子さん，山口仙二さんと（撮影鍋島聖民　●96・2・21）



車椅子で毎日のように散歩した善福寺公園で祥子と（撮影関戸勇　一95・3・6）




























